
【22_006/思考系メルマガ】トレードにおける『勝ち』の定義を考えよう

〇〇さん

こんにちは、クロガキ（クロ）です。

突然質問ですが、「トレードにおける勝ち」とは何を指すか？？

と聞かれたら、何と答えるでしょうか？

咄嗟に聞かれてパッと答えられる人は、意外と少ないのではないかと思います。

もちろん「稼ぐため」にトレードしているわけですから

トレードする以上　勝たなければ意味がない　のは当然です。

ただ、今日の話は当然これで終わるわけではなく（笑）

このメールを読んでくれている皆さんには、もう１歩踏み込んで『勝ち』の定義を

しっかり言語化してみて欲しいと思います。

┏┓

┗■　局所的な『勝ち』と、大局的な『勝ち』の違い
　└─────────────────

早速答え合わせみたいな話になってしまうのですが

多くの人は『勝ち』の定義を考えるときに、どうしても「局所的な」勝ちに注目しがちです。

トレードで言うならば、１回１回のトレードの結果が、勝ちなら良し（負けはダメ）

という考え方ですね。

ですが、この考え方で『稼げる』ようになるのは非常に難しいです。

なぜなら、これも今までのメールで話してきたことと重複してしまうのですが



『相場は不確実な世界』である以上、１回１回のトレードの結果だけを見れば

『勝ったり負けたりするのが当たり前』だからです。

ですから、局所的な戦いの「勝ち負け」を気にしても意味はない。

もっと広い視野でみた『大局としての勝ち負け』を意識していく必要があります。

去年、このツイートを流したときに、メールなどで沢山コメントを頂いたのですが

▼去年９月頃のツイ―ト▼
https://twitter.com/fxrealtradelive/status/1433587553211387904?s=20

僕が考えるトレードの『勝ち』というのは、『トータルの結果』が全てだと思っています。

どういうことかというと

トレードは一定以上のリスクを取ってやる以上、勝ったり負けたりするわけなので

その結果１つ１つを積み上げていった結果

『結局１カ月後、１年後に、トータルの資金がプラスになっていれば勝ち』だということです。

もし世の中に、「これさえやっていれば勝率１００％は間違いない」という方法があるのなら

１回１回の結果にフォーカスするのも間違いではないと思うのですが

現実、そんなものが　存在しない　事はもう僕らは既に知っています。

だったら、１つのトレードの結果で「勝ち負け」を云々したって仕方がない

それよりも、『負けても死なない（退場しない）』運用を心がけ

１００回、１０００回と試行回数を丁寧に重ねていく。

その結果を振り返りながら精度を高める努力をした結果、『トータルで勝つ』という事が出来れば

トレーダーとしては大成功です。

https://twitter.com/fxrealtradelive/status/1433587553211387904?s=20


そして、それが出来る力を身につける事こそが、『技術』にフォーカスしたトレードの考え方です。

どうでしょう？

「時間、かかりそうだなぁ・・・」「気が遠くなるなぁ・・・」と思ったでしょうか？

でも、お金を稼ぐ事を考えた時に、今まで一つでも「楽だった」ことってあったでしょうか？

１時間、自分の時間を捧げてアルバイトをしても、稼げる金額は１０００円弱です。

経営者ともなれば、大きな収入を得られるでしょうが

それ以前に先行投資として、どれだけ大きなお金（リスク）を取ってきたでしょうか。

高収入と言われる医師という仕事に就くために、何年の勉強時間と膨大な授業料を払い続ける

必要があるでしょうか。

そうやって、それぞれ分野は違っても、各々異なる膨大なコスト・時間を掛けて

稼ぐ手段を身につけて行くわけですから、トレードだけが例外的にイージーなわけないのです。

勝つ・稼ぐということが自分の中でどう定義づけられるものなのかをよく考え

その筋道に沿った努力の仕方を考える。

今後もこのメルマガでは、自分へのアウトプットも意識しながら

言語化をしていこうと思います。

それでは、またメールしますね。

クロガキ（クロ）



P.S. 去年から少しずつ刷新を進めていた、『メルマガ講座』ですが
近々、購読してもらうための『新しいフォーム』を準備しています。

次回あたりのメルマガで　フォームの案内　をする予定です。

最初は、この　メルマガだけ　で案内をしますので

更に掘り下げた学習を進めたい人は、是非チェックしておいてくださいね（笑）


